
 

◎ 趣旨 

 スーパースマートタウン実現の要素の一つであるシティプロモーションを官民共同で進めるための組織と

その在り方を整理するもの 

 

１ 各課連携とシティプロモーションのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実行委員会等とワークショップの関係 

 

 

 

•梨、米の高付加価
値化

•生産、流通量拡大

•後継者育成、新規
就農者

•カーボンニュート
ラルの推進

•安全な水、空気

•用地整備

•科学技術：Honda

•商業振興

•拠点強化（道の
駅）

•温泉（二種類の源
泉）

•にぎわい創出

•情報発信

観光 商工

農業環境

スーパースマートタウンの実現 

L×haga 実行委員会 

・委員：シティプロモーションに造詣の深い専門家や LRT、芳賀町内の各分野から委嘱 

・活動イメージ：シティプロモーションワークショップの意見を吸い上げ検討し、町に対して提

言する 

住みやすいまち 

（ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ・移住定住の実現） 

シティプロモーション（町内外：認知・価値・誇り） 

LRT 

提言

  

シティプロモーションワークショップ 

・委員：次代を担う農家の方やエネルギッシュに芳賀町の各方面で活動されている方を中心に委嘱 

・活動イメージ：シティプロモーションに実績、造詣が深い講師から各地の好事例等を学び、自身

の活動や芳賀町にふさわしいシティプロモーションの在り方等を具体的かつ現実的に検討する 

持続できるまち 

（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ、住環境） 

活気あふれるまち 

（交流人口増、稼げる農業） 

L×haga 事業実行委員会とシティプロモーションワークショップの関係・活動イメージ 

 

R８年度 

・さくらまつり’26 への検

討事項反映、実施 

・他イベント等への横展開 

取組の振返り 

・プロモーション活動 

R７年度 

・組織の立ち上げ 

・WS 内での勉強、芳賀町

らしい魅力創造活動の検討 

・自身の活動の充実、レベ

ルアップ 

・自ら活動する機運の醸成 

・LRT とさくらまつりへの

誘客、充実（町内・外、首

都圏） 

※内・外への PR 活動へ 

R９年度 

・さくらまつり’27への検

討事項反映、実施 

・他イベント等への横展開 

取組の振返り 

・プロモーション活動 

 

実行委員会（検討、実働） 

ワークショップ 

（勉強会） 

ワークショップ 

（勉強会） 

ワークショップ 

（勉強会） 

ワークショップ 

（勉強会） 

資料２ 

目標三本柱 

① シティプロモーションが「町民参加型」で進められるようになること 

② 売上や販路の拡大、活動範囲の拡充が実現し、町民は町に更なる愛着をもち、 

町外には芳賀町が認知されるようになること 

③ 芳賀町といえば〇〇、という町民が自慢できる・誇れる何かを作っていくこと 

 

⇒ 芳賀町が魅力的になり、この町を好きな人がたくさん増えていく 

⇒ 訪れたい、応援したい、つながりを持ちたい、と感じられるまちになること 


